
　　　　　　

会場のご案内

ホテルメルパルク名古屋
地下鉄東山線千種駅１番出口より徒歩約１分
〒４６１‐０００４

　

愛知県名古屋市東区葵３‐１６‐１６
電話 ０５２‐９３７‐３５３５

－交通のご案内１

●ＪＲ名古屋駅から中央線で９分「千種駅」下車、地下鉄１番出口前
●地下鉄東山線「千種駅」下車、１番出口前
●地下鉄桜通線「車道駅」下車、３番出口南へ２分

駐車場１８０台収容可

　　　　　　

参加 申 込 方 法

　　　　　　　　

１

大会への参加ご希望の方は、９月中旬に協会ホームページ

に掲載予定の「全日本ボイラ大会申込フォーム」に必要事

項をご記入のうえ、送信ください。詳細はホームページに

掲載いたします。参加費は無料です。

お ｍ６年朋 聞（金）
お申込み受付後、来場証をメールにてお送りいたしますの

で、ご来場の際に受付にご提示ください。
お申込みが多数の場合、締切日前でも締め切らせていただ

＜ことがございますので、ご了承ください。

１問合せ発ー…

一般社団法人日本ボイラ協会

　

技術普及部

．ｍ－－０３‐５４７３‐４５１５
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作静

　

［開 催 案 内］

　

？｝÷でキ茅ふ ≠

期日

　

２０２６年１１月５日（木）．６日（金）

会場

　

ホテルメルパルク名古屋 ２階瑞雲」
主催

　

一般社団法人

　

日本ボイラ協会
後援 厚生労働省
協賛

　

一般社団法人火力原子力発電技術協会

　　　

一般財団法人 省エネルギーセンター

　　　

公益社団法人空気調和・衛生工学会

　　　

一般社団法人日本産業機械工業会

　　　

一般社団法人日本ボイラ整備据付協会

　　　

一般社団法人産業環境管理協会

１ご昼鋤こついて１
＼、

宿 泊 及 び駐 車 場

　　　　　　　

ノ
１

宿泊及び駐車場の手配は参加者各位にてお願いいたし

ます。

●昼食のご用意はございません。
●会場内での飲食は不可となっております。
ホテル内のレストラン、近隣の飲食店をご利用ください。
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大会次第

第１部
開会式 １３：００～１３：２０

■開会の辞
■挨拶
■祝辞
■歓迎の辞

… 「

　

１ 第３部

　　　　　　　　　　　　　　　　

「表彰者記念 搬ラ

　　　　　　　　　　　　

」

－般社団法人日本ポイラ協会
一般社団法人日本ポイラ協会
厚生労働副大臣
愛知労働局長

愛知支部長
会長

特別講演１

　

１４：３０～１４：５５

「当面の安全行政について」

１６：２０～１６：５５

　

会場：３階「カトレア」

コ 第２部

　　　　　　　　　　　　　　

ｌ

表彰式

　

１３：２０～１４：２０

◆ボイラー管理優良事業場
◆小型ボイラー管理優良事業場
◆優良ボイラー技士等
◆ボイラー・圧力容器安全取扱推進賞
◆技術高度化奨励賞等
や 第５５回全日本ボイラー溶接士コンクール入賞者

◆功労賞
亭感謝状

………………………………＜休憩 ＞……………………－－……・

㈱夕が、シキカン高橋 宗則 氏
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２ パネルディスカッション

［テーマ］

１３：００～１５：２０

【第二部

　

パネルディスカッション】
●コーディネーター

芳司 俊郎 氏 （一社）日本ポイラ協会取扱い・制御委員会委員長
｛独）労働安全衛生総合研究所

●パネリスト

熊運 雄一 氏 （アズビル㈱）

後藤邦彦氏 （丸善石油化学㈱）

志賀 浩一 氏 （東京ガスエンジニア」ングソリューションズ㈱）

清水

　

仁 氏 （㈱ヒラカワ）

貫井 孝敏 氏 （三菱重工パワーインダストリー㈱）

増井 和彦 氏 （元日本ファーネス㈱）

１覆面蔀
１

　

研究発表

　

９：３０～１１：４５

◆「木質バイオマスボイラー導入の実際と問題点」

◆「数値シミュレーションをはじめとする

　

アーク溶接現象の可視化技術の開発」大阪大学荻野陽輔氏

◆「シリカの気液分配係数、及びりん酸塩の溶解度と

　

腐食に関する考察」

　　

元（－財）電力中り輔升究所平野秀朗氏

◆「ヒドラジンを用いないボイラー水処理技術－セタミンによる

　

節水・省エネ・ＧＨＧ削減への貢献－」 栗田工業㈱ 内田和義氏

◆「ボイラーにおける水素燃焼安全技術基準及び解説」
（一社）日本ポイラ協会 藤井 衛

厚生労働省労働基準局安全衛生部安全課長

　　

１表彰者祝賀会
１７：００～１８：３０

　

会場：２階「瑞雲」
一…………………………－＜休憩 ＞………………………………

特別講演ロ

　

１５：１０～１６：１０

「水素社会実現に向けた水素燃料車の
水素安全の取組み」－－ トヨタ自動車株式会社

平形修二氏
水素社会の実現を目指し、水素を燃料とした燃料電池車、水素エ
ンジン車等の開発、普及に向けた活動を紹介する。水素とボイラー
燃料の物性の違い及び水素の特性を理解して正しく取扱う水素安
全の取組みを紹介する。

・………………………・・＜ 休 憩・模様替え ＞………………………・

◎特別講演者プロフィール

氏名：平形修二 （ひらかたしゅうじ）
現職：トヨタ自動車株式会社
水素製品開発部 認証監査グループ長
経歴：１９９７年３月東北大学大学院工学研究科
（航空宇宙工学専攻）卒業
１９９７年４月トヨタ自動車株式会社入社
１９９９年６月～ＦＣ（燃料電池）、ＦＣＥＶ（燃料電池車）

開発に従事。
現在、認証監査グループ長として、主に水素・高電

圧安全設計・評価、車両認証を担当。

度ボイラー取扱い実務におけるヒヤリハツトと＝対策」
～ボイラー・圧力容器取扱作業主任者へのアンケート結果から～

（仮題）

【第一部
「題目未定」

基調講演】

　

東し株式会社


